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PWM アメリカヤマゴボウレクチン

PWM Code：J116  Pkg.：5mg

 製品形状 凍結乾燥品（塩フリー）

 保存 4℃で 1 年間安定

●起源 アメリカヤマゴボウ Pokeweed（Phytolacca americana）

●糖特異性 キトオリゴ糖

●マイトージェン活性 あり

●血液型特異性 非特異

●構造 リンパ球幼若化活性を持つ糖タンパク質 1）2）3）で、分子量 19,000～31,000

の 5 種のイソレクチン Pa1～Pa5 が存在する 4）5）6）7）。いずれも T 細胞幼若

化活性を示すが、Pa1 は他のリンパ球幼若化活性を持つレクチン（PHA-P、

Con A）と異なり、B 細胞幼若化活性も示す。イソレクチンの中では、Pa1

が B細胞幼若化活性を、Pa2 が T細胞幼若化活性を強く示す 5）8）9）。

●特徴 Pa1、Pa2、Pa4 は N-アセチルラクトサミン構造（Galβ1-4GlcNAcβ1-）n

とキトオリゴ糖（GlcNAcβ1-4GlcNAc）1-3 に対して親和性を示す 10）。また

Pa2 は高マンノース型糖鎖に結合する 11）。
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